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　羽幌町では、町表彰条例に基づき、町政や地域の発展に寄与し、他の模範となる行為を行った個人や団

体を表彰しています。表彰式は11月2８日はぼろ温泉サンセットプラザで行われます。
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　昭和39年１月羽幌消防団に入団、以来37年有余地域

住民の生命と財産の保全と地域防災に精励されまし

た。

　温厚誠実な人柄と豊富な知識と経験のもと、団員の

信頼を集め、昭和63年より分団長として機械器具の点

検整備や団員の教育訓練により部下団員の指導にあ

たるとともに、各種災害に出動し災害状況をいち早く

把握し、部下団員への的確な指揮命令により被害を最

小限に食止めるなど、地域の防災に務められた功績は、

誠に多大であります。
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　昭和53年７月農業委員に就任、平成10年４月から平

成11年７月までと平成14年７月から平成17年７月ま

で会長を務められ、多年にわたり農地行政の適正な執

行に努められました。

　特に離農跡地をはじめとした農地のあっせんを積

極的に推進したほか、遊休農地の解消のため地域の実

情に即した土地利活用に尽力するとともに、農村の後

継者対策にも取り組むなど、地域農業の振興に多大な

貢献をされております。

　また、昭和57年12月から土地改良区の理事に就任、

その後、副理事長、現在は理事長として、その指導力

を発揮しております。
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　平成６年に羽幌陶芸の会を発足させ、意欲的に会員

の指導育成に努められ、会の充実を図るとともに地域

に根ざしたサークルを目指し、羽幌小学校、羽幌高等

学校教養講座、成人講座、幼稚園などで陶芸の指導を

行い、地域に親しまれる陶芸の発展に尽力されており

ます。

　また、自らも作品の制作を進め各陶芸作品展等で優

秀な成績を収め、特に平成15年の北海道高齢者陶芸展

において最高賞の「北海道知事賞」、さらに平成16年に

は北海道陶芸展においても最高賞である「文部科学大

臣奨励賞」を受賞されております。

　さらに、羽幌町文化協会では副会長、会長を歴任し

現在は顧問として、また、羽幌町社会教育委員として、

本町の文化の創造と発展に大きく貢献されております。
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   平成24年11月20日、公益のために多額の寄附をされ、

羽幌町の振興・発展に貢献されました。
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では、ふるさと「羽幌」を応援してくださるみなさんの想いを活かすため、町内外問わず多くのみな
さまからあたたかいご支援をいただき、お寄せいただいた寄付により、寄付者の意向に沿った事業に活
用し、よりよい環境や次世代につながる社会基盤の整備を進めています。

��寄付金の活用方法（次の中から指定することができます。）

１　天売島のオロロン鳥やウトウなどの海鳥の保護及び海鳥と共生する環境保全に関する事業
２　焼尻島の野鳥や原生林などの自然保護に関する事業
３　羽幌炭砿などの歴史・文化の保存に関する事業
４　子どもたちの健全な育成に関する事業及び奨学金に関する事業
５　生活環境の整備及び健康福祉の充実に関する事業
６　その他、まちづくりに資する事業
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　昭和41年4月に羽幌町消防本部消防士を拝命。平成

17年に消防長に就任し、平成20年に退職までの間、特

に防火思想の高揚を図るため、民間防火団体の育成強

化に尽力されました。職団員の教養訓練や消防力の

強化には、培われた経験と卓越した手腕を発揮し、職

団員の資質向上を図るとともに、消防施設の充実強化

に努めました。

　また、災害発生時には、率先垂範し、的確な現場状

況の把握と適切な現場指揮により、災害を防除した功

績は大であります。
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　本町焼尻島で幼少期を過ごし、北海道第３師範学校
（現在の北海道教育大学旭川校）を卒業後、教職のかた
わら金子　亭氏に師事し書の道を究め、教頭及び校長
を歴任したものの周囲の強い要請を受け定年前に退
職し書の道へ進んでおります。
　近代詩文を重要主題として取り組み、北海道の風土
に根差した作品として出身地にちなんだ海に関連す
るものも多く、それらの作品は国内外から非常に高い
評価を受けており、これまで毎日書道展大賞、第11回
日展特選など数々の賞を受賞しております。
　また、長年にわたる書家としての活動が認められ、
北海道文化賞、藍綬褒章、旭日小綬章を受章しており
ますが、現在も公益社団法人全日本書道連盟顧問、一
般財団法人毎日書道会最高顧問等を務められ、今もな
お北海道書道界の指導的存在としてご活躍されてお
ります。
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